
マスクのつけ方 友だちとおしゃべりしているうちに、鼻や

口が出ている人が時々います。注意すると直すけれど、少したつ

とまた、鼻が出ています。正しく着けていないとマスクの効果は

ありません。また、ウレタンや布マスクのゴムがゆるくなって、鼻

が出やすくなっている人もいます。今は予防効果が高い不織布
マスクをおすすめします。毎日取り替え、予備のマスクも持って
きてください。。

手洗い・消毒 冬場は水が冷たいので、手洗いがていねいにできているか心配です。特に休

み時間に遊んだ後やそうじの後には、石けんでしっかり手を洗いましょう。教室に入る前に手を消

毒することも、わすれずにしてください。消毒ができない人は、念入りに手を洗いましょう。

黙食 給食は準備の時から、おしゃべりをしないで静かに待ちましょう。給食当番も声を出さず

にするようにしましょう。給食を食べ始めたら、話したくなっても「ごちそうさま」を言ってマスクをす

るまでがまんです。
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２月の保健目標
感染症にかからないように生活しよう
かん せんしよう せい かつ

新型コロナウイルスがすぐちかくにいます。マスクと手洗い、人との間をあける、かん気をしっかりしよう

新型コロナの第６波が河井小にもやってきています。みんなで

感染対策もしてきましたが、とても手ごわいことがわかりました。

見えないウイルスは私たちのすきをついて、体に入るチャンスをね

らっています。これまで以上に、マスクを正しくつけることや、給食

の時にしゃべらずに食べることなどに気を

つけましょう。また、長休みの後の手洗いや

消毒もわすれずに、つづけていきましょう。

そして、夜は早めに寝て、ウイルス

に負けないからだをつくっていき

ましょう。

保護者様へ 毎朝の健康観察についてお願いします。
発熱がなくても、体調に変化が見られるときは、登校を見合わせてくださいますようお願い

します。鼻水や咳など、かぜやアレルギー症状と判断が難しい場合は一度受診をお願いしま

す。オミクロン株はかかっても軽症や無症状が多いこと、そのうえ感染力がとても強いため、

軽微な体調の変化でも注意が必要です。



これまで以上に換気を行います。暖かい服装で来てください。

給食前と帰りの会のあとに、自分で机を消毒します。

ちがう学年との交流は、まだしばらくは、しないようにします。

体育館の使用も学年ごとに使う日が決まっています。

トイレの場所も、学年で使うところを分けます。

委員会の活動も、学年ごとの活動にします。

今は「市中感染」といって、いつどこでかかったかわからない人が、ほとんどです。熱も出な

い、症状もないので気づかずに生活している人がいます。それは自分かも知れないのです。

三連休がありますが、人ごみや人が集まる場所は、子どもは予防接種をしてない人がほとん

どですから、より注意が必要です。どんな場所が安全か、どうすれば安心か考えてみましょう。


